取扱説明書 


ONKYO 


パワーアンプ 

M- 500 OR 


主な 4 ま長 


ヘルツ 

•をチャンネル]已 0 W 40 (20 Hz 〜20,000 Hz ) 全高調波歪率0.0己％じ(下 

•再生周波数の広帯域化を図る A WRAT (Advanced Wide Range Amplifier Technology ) 搭載 

ニュー サーキット テクノ□ジー 

•New circuit technology 搭載 

•3 段インノ（ーテッドダー U ントン回路を採用 

•左ちチャンネルで対称の内部レイアウト 

•2 つの卜□イダルタイプのトランスに加え、サブトランスを採用した強力な電源回路 
• 4つの大型音質コンデンサを採用 

• トップパネル、フ□ントパネルおよびサイドパネルに独立した振動対策用アル S パネルを採用 

•振動対策のためのサイドパネルマウンティング構造を採用 

•バイアンプ接続およびブ U ッジ接続対応 

•ブリッジ接続では XLR 入力によるモノラルアンプ構成 

•真諭製の金メッキ音声端テ装備 

•金メッキ大型スピーカー端テ装備 

•12 V 卜 U ガー入出力端テ装備 

• 高速反応の大型レベルメーター採用 
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テクノ□ジー 

A WRAT (Advanced Wide Range Amplifier Technology) 

M - 已00 OR は、オンキヨーび独自に開発したさまざまなテクノ□ジーを搭載し、最適なオーディオパ 
フォーマンスを実現していまず。 


1 .New circuit technology (ニユー 
サーキット テクノロジー） 

デジタル音源の登場によりオーディオで重要 
な SN 比の数値は飛躍的に向上しました。 
しかし、レコードに代表されるアナ□グ音源 
などは聴感上の SN においてデジタル音源と 
比べてちまして劣っていないといラ現実は良 
<知られています。 

一般的に SN 比とは音の出ている時と出てい 
ない時の比であり、音の出ている時に発生ず 
るノイズは考慮されておりません。 

オンキヨーはこの音の出ている時の SN (動的 
SN ) に古くか b 着目し、研究を重ねてきまし 
た。そして可聴帯域外ノイズび聞こえるメカ 
ニズムにより、音楽再生時の動的 SN び悪化 
し、聴感上の SN ち悪化ずることを突を止め 
すし卜 

人の耳では 20 kHz LU 上の音び聞こえません 
び、それ LU 上の周波数でち異なる信号び重な 
るとビート（隐り）として聞くことびでさる 
ことは良 < 知られていまず。 

アナ□グ音源時代は可聴帯域外には大さな信 
号は入っていませんでした。しかしデジタル 
音源になることで、巧聴帯域をこえる録音び 
可能となり、発生したビートび可聴帯域内に 
入り込んで来ているのでず。 

New circuit technology (ニユーサーキッ 
トテクノ□ジー）は高周波で発生ずるビート 
を巧聴帯域内に入 b ないよラにした新しい考 
え方を取0入れていまず。 


2. ほ負帰還設計 

アンプの特性を改善ずる NF 日（負帰還）は多 
<のアンプで用いられる手法でずび、 NF 巨に 
よって改善される性能は静的な状態であって、 
瞬時に変化ずる音楽信号（アタック部分など） 
では NFB では特性を改善でをずアンプの裸特 
性び大さく影響していまず。 

オンキヨーではか量の NFB によって特性改善 
をはかり、音楽信号にとって大切な NFB を掛 
けていない状態でのアンプ特性を改善ずる設 
目十をわっていまず。 

3. 接地ループ閉回路 

M - 已00 OR では各回路に独立した閉回路設計 
を採用し、個別に各回路を電源に接続してい 
まず。 

これによって、さ回路び他の回路か日の影響 
を受けにくくし、接地電位に歪みび発生しな 
いよラにずることびでさまず。 

4. H に C (瞬間大電流機能） 

H に C はアンプをスピーカーの反射エネルギー 
を除去し、瞬時に次の信号を送ることびでさ 
まず。 

また、これを実現ずるのに必要とされる大電 
流で、スピーカーのインピーダンスや変化を 
処理ずる必要ちありまず。 

スピーカーでは、周波数によってショートに近 
い状態び発生するのでショートに近い状態で 
ち、電流を流せる能力び必要です。 


3段イン/ V ’ー テッドダーリントン回路を採 
用した4パラプッシュスレ式増幅設計 

オンキヨー伝統の3段インノ（ーテッドダー U 
ントン回路はアンプ出力段の裸歪みをな減ず 
る優れた手法でずび、発振をおこしやすく実 
装では高度な技術を要しまず。 

M -5000 R ではこれまでのノウ八ウを元に 
チヤンネルごとに8個の大型トランジスタを 
搭載した「4パラプッシュプル設計」を実装 
し、アンプの強力なドライブ能力を実現しま 
した。 


左ち巧称のツインモノラル構造 

M - 已 000 R の左チヤンネルとちチヤンネルの 
電源は対称的に配置されていまず。 

どち日のチヤンネルち同じ電気的設計と構造 
設計をしており、信号経路の長さち統一され 
ていまず。したびって、ステレオ再生時の誤差 
を最ル限に抑えることびでさまず。 


サイドパネルマウンティング構造 

M - 已00 OR の基板は直接底板に接続せず、内 
部の支柱で衝撃を吸収し、前面、側面、後面 
のパネルに取り付けていまず。 

このような構造を採巧ずることによって、 
シャーシの振動び基板に悪影響を与えないよ 
ラにしていまず。 
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ブロックダイアグラム 


1st Amp 2nd Amp 
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4-Parallel, 3-Stage Inverted Darlington Circuitry 



Protector 


-o 


SP OUT 


4-Parallel, 3-Stage Inverted Darlington Circuitry 




























































































































付属品 

ご使用の前に、なの付属品びそろつていることをお確かめください。 
電源コードにの） 



モノラル=ニプラグ付ケーブル (1.8m). 
(12V 卜 U ガー端子の接続に使用します。) 



取扱説明書（本書） . 

保証 •. 

オンキヨーご巧談窓□-修理窓□のご案内 
ューヴー登録力ード . 


^1 

,— ■ 


1/ 

^1 

,—- 


Xu/ \- Xu/ Xu/ 
^1 ^1 ^1 ^1 

\_，-, ,— • /_，-, ,— • 


カタ□グおよび包装箱などに表示されている、型名の最後にあるアルファベットは、製品の 
色を表す記号です。色は異なってち操作方法は同じです。 


お買い上げいただをまして、ありがとラございます。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよ<お読みいたださ、正し<お使い<ださい。 
お読みになったあとは、いつでち見られる所に保証書、オンキヨーご相談窓口 • 
修理窓口のご案内ととちに大切に保管して<ださい。 


己 
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音のエチケット 

楽しい映画や音楽ち、時間と場所によっては気になるちのです。 
隣り近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓 
を閉めたり、へッドホンをご使用になるのち一つの方法です。 

お互いにむを配り、快い生活環境を守りましょ5。 



























を全上のご注意 

を全にお使いいただくため、ご使用の前にがずお読みください。 


電気製品は、誤つた使いかたをずると大変を険でず。 

あなたや他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止するために、 r ま全上のごま意」をおずお守り<ださい。 


r 警告」と r を意」の見かた 

間違った使いかたをしたとをに生じることび想定 
される危険度や損害の程度によって、 r 警告」と 
r ま意」に区分して説明しています。 

誤った使いかたをすると、火 
災'感電などにより死 t 、 ま 
たは重傷を負5可能性び想定 
される内容です。 


誤った使いかたをすると、け 
びをした0周辺の家財に損害 
をちえる可能性び想定される 
内容です。 



絵表示の見かた 


A 記号は「ごを意ください」 
という内容を表しています。 


A A 

高温注意感電ま意 


® 記号は「〜し口まいけない」 
とい5禁止の内容を表してい 
ます。 


分解禁止姑れ手禁止 


♦記号は「必ずしてください」 
といラ強制内容を表していま 
す。 


® 〇 

電源プラグ必ずする 
をつンセン 
卜から巧く 



故障したまま使用しない、異常が起 
きた5ずぐに電源プラグを巧く 


© 

電源プラグ 
をコンセン 
卜か5抜く 


-煙び出ている、変なにおいや音びする 
-本機を落としてしまった 
-本機巧部に水や金属び入ってしまった 
このよラな異常状態のまま使用すると、火 
災-感電の原因となります。すぐに電源プ 
ラグをコンセントか5抜いて販売店に修 
理-点検を依頼してください。 


カバーははずさない、分解、改造しない 


分解禁止 


火災•感電の原因とな0ます。 

内部の点検-整備-修理は販売店に依頼し 
て < ださし、。 


接続、設置に関ずるごま意 


■通風孔をふさびない、放熱を巧げない 


Q - 本機には内部の温度上昇を防ぐた故、 

ケースの上部や底部などに通風孔びあけ 
てあ0ます。通風孔をふさぐと内部に熱 
びこわ0、火災ややけどの原因となるこ 
禁止 とびあります。 

-押し入れや本箱など通気性の悪い狭い巧 
に設置して使用しない 
-(本機の天面から 30 cml ^^ 上、横か5 
2日 cm 政上、背面から]日 cm iU 上のス 
ペースをあける） 

-逆さまや横倒しにして使用しない 
-巧や テーブル ク□スをかけない 
-じゅラたんやふとんの上に置いて使用し 
ない 


■水蒸気や水のかかる巧に置かない、本機の上に液 
体の入つた容器を置かない 



本機に水滴や液体び入った場合、火災•感 
電の原因となります。 

-風呂場など湿度の高い場所では使巧しな 
し、 


水場での 
使用禁止 



水濡れ禁止 


-調理台や加湿器のそばには置かない 
-雨や雪などびかかるところで使用しない 
•本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろ 
ラそくなどを置かない 


電源コード-電源プラグに関ずるご注意 


■電源コードを傷つけない 


0 

禁止 


•電源コードの上に重い物をのせたり、電源 
コードび本機の下敷にならないよラにずる 
•傷つけたり、加工した0しなし、 

■無理にねじった0、引っ張った0しない 
•熱器具などに近づけない、加熱しなし、 
電源コードび傷んだ5 (お線の露出•断線 
など）販売店に交換をご依頼ください。 
そのまま使用すると火災-感電の原因とな 
0ます。 


■電源プラグは定期的に掃除ずる 


〇 電源プラグにほこりなどびたまっている 
と、乂災の原因とな0ます。電源プラグを 
抜いて、乾いた巧でほこりを取り除いて< 
ださい。 

必ずする 
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接続、設置に関ずるご注意 


I 不安定な場所や振動ずる場所には設置しない 

Q 強度の足0ないぐ5ついた台や振動ずる場 
所に置かないでください。 

本機び落下したり倒れたりして、けがの原 
因となることびあります。 

禁止 

I 配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 
引つかかったりして、落下や転倒など事故 
の原因となることびあります。 

ま意 


電源コード-電源プラグに関ずるご注意 


I 表示された電源電圧（交流 100 ボルト）で使用ずる 

〇 本機を使用で走るのは日本国内のみです。 

表示された電源電圧し U がで使用すると、火 
災-感電の原因となります。 

必ずする 

I 電源コードを束ねたげ態で使用しない 

発熱し、火災の原因となることびあ0ま 

Q す 

禁止 

I 電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張 S ない 

コードび傷つ走、乂災や感電の原因となる 
ことびあ0ます。 

プラグを持って抜いてください。 


0 

禁止 


I 長期間使用しないときは電源プラグをコンセント 

か sts< 

絶緑装化やろラ電などにより、乂災の原因 
となることびあ0ます。 


© 

電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


I 電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し込む 

0 差し込みび不完全のまま使用すると、感 
電、発熱による火災の原因となります。 
プラグび簡単に抜けてしまうよラなコンセ 
ントは使用しないでくださし、。 

禁止 

I めれた手で電源プラグを巧を差ししない 

感電の原因になることびあります。 


0 


おち申ぉ:|卜 

I お手入れの際は電源プラグを巧く 

お手入れの隙は、ま全のため電源プラグを 
コンセントから抜いてから行ってくださ 


© 

電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


い。 


使用上のご注意 


A 


I 通風孔の温度上昇に注意 

-本機通風孔付近は放熱のため、高温にな 
ることがあ0ます。電源び入っていると 
さや、電源を切った後しば5くは通風孔 
付近にごま意ください。 

ミち意 

I 音量を上げずぎない 

0 - 突然大さな音び出てスピーカーやヘッド 
ホンを破損したり、聴力障害などの原因 
となることびあります。 

•始めか5音量を上げ過ぎると、突然大さ 
な音び出てちを傷めることがあ0ます。 
音量はかしずつ上げてご使巧ください。 


禁止 



使用上のご注意 


■本機内部に金属、燃えやずいちのなど異物を入れ 
ない 

乂災-感電の原因とな0ます。特に小さな 
お子様のいるご家庭ではごミ主意ください。 
本機の通風孔か5異物を入れない 
本機の上に通風孔に入0そラな小さな金属 
物を置かない 


0 

禁止 


I 長時間音がひずんだ状態で使わない 


0 

禁止 


アンプ、スピーカーなどび発熱し、火災の 
原因となることびあります。 


I 雷が鳴りだした S 本機、接続機器、接続コード、 
電源プラグに触れない 

感電の原因とな0ます。 


接触禁止 


さてれ 
すブ獸 
げ締奶 
上間れ 
を期わ 
量長な 
音。で損 
、い量く 
はさ音さ 
時だ大大 
いるくなび 
なな意ラカ 
^にをよ聴 
ち用ごる、。 
^使にすとす 
引ごラ激るま 
でをよ刺す〇 
音 機いを用あ 
な 本な耳使び 

キ J 

i 

長 

■ 


0 
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移動時のごを意 


■移動時は電源プラグや接続コードをはずす 


電源プラグ 
をつンセン 
卜か5抜く 


コードび傷つを火災や感電の原因になりま 
す。 


■本機の上にものを乗せたまま移動しない 

Q 本機の上に他の機器を乗せたまま移動しな 
いで < ださい。 

落下や転倒してけびの原因とな0ます。 

禁止 


■持ち運びは2人政上で巧なラ 


〇 本機は非常に重いので、持ち運びは2人 
政上で行なってください。 

必ずする 


■機器内部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器内部の掃除をおすすめします。 

本機の内部にほこりがたまったまま使用していると火災や故障の原因となることがあります。 

特に湿気の多<なる梅雨期の前に行ラと、より効果的です。内部清掃については、販売店にご相談<ださい。 


■ 本機のお手入れについて 

•表面のミちれは、中性洗剤をラすめた液に布を浸し、固<絞って拭を取ったあと乾いた布で拭いて<ださい。 
化学ぞラさんなどお使いになる場合は、それに添付の注意書さなどに従って<ださい。 

• シンナー、アルコール和スプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装が落ちたり変形することがあり 
よ9 〇 
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巧用上のご注意 


本機をお使いになる前に、「ま全上のごミ主意」ヴ〜 
9 ページ）とあわせて、下記のミ主意事項ちよ < お読 
み < ださい。 


通風について 


使巧中、本機はかなり熱<なります。過度な温度上 
昇は、アンプの性能を損なラことびあります。 
過度な温度上昇を防止するには、空気の流れを良< 
して、放熱をすることび大切です。 

□お知 S せ 

-本機を空気びこわりびちな狭いラックや、押し入れには 
入れないで < ださい。 

-本機を暖房機などの熱源か5離して設置してください。 
'本機の上下に他の機器等を重ねて置かないでください。 

' 本機のカバーには換気用の通風孔びあ0、内部の温度上 
昇を防ぐよ5に設計されています。これ6の通風孔は絶 
巧に&さびないでください。 

棚に収納する場合は、棚の背面の上下に換気□を開 
け、通風をよくするか、フアンを使って空気を循環 
させてください。目まとしては、音声信号入力待ち 
の状態にあるとをに本機の上部び熱すざて触れるこ 
とびでをなければ、換気を改善する必要びありま 
す。 


設置ずる場所と空間 


本機を設置する場所の床や、特に棚やラックに収納 
する場合は、重さに耐えラるだけの強度びあること 
を確認してから設置してください。 

本機の背面には、電源コードをはじめ、その他の接 
続ケーブルのための適切な空間び必要です。これら 
のコードやケーブル類を無理に巧り曲げた D 、 力を 
かけたりせずにすベてのケーブルを収納するには、 

1 0 cm し U 上の空間び必要です。 

本機をテレビやラジオの近くに設置しないでくださ 
い。テレビやラジオに雑音や映像の乱れび生じるこ 
とびあ0ます。 


電源 コードについて 


付属の電源コードし U 外は使用しないで<ださい。付 
属の電源コードは本機のために特別に設計されたを 
のですので、他の機器には使用しないでください。 
壁コンセント(外のコンセントには接続しないでく 
ださい。 


接続ず るスピーカーについて 


スピーカーはインピーダンスび401；(上のちのを接 
続してください。40未満のスピーカーを接続する 
と、アンプび故障することびあ D ます。 

スピーカーに添付の取扱説明書をご覽 < ださい。 
必ず、プラス （+) 端テはプラス （+) 端テと、マ 
イナス（一）端子はマイナス（一）端テと接続する 
よラにしてください。間違って接続すると、逆位相 
にな D 再生音び不自然にな D ます。 

スピーカーコードび、必要しツ上に長かった D 細かっ 
たりすると、音質に影響を与えることびあります。 
そのよラなコードは使用しないでください。 
プラスのコードとマイナスのコードをショートさせ 
ないでください。故障の原因になります。 

コードの金属なを本機の後面パネルと接曲させない 
でください。故障の原因になります。 

スピーカー端テに2本！;(上のコードを接続しないで 
ください。故障の原因になります。 

1台のスピーカーを複数の端テに接続しないで<だ 
さい。 

バナナプラグのご使用について 

スピーカー端テをしっか D 締めてから、バナナプラ 
グを挿入してください。 

スピーカーコードの な線を、 スピーカー端 テのバナ 
ナプラグ用の巧に直接挿入しないで < ださい。 


お手入れ 


フ□ントパネル、 U アパネル、カバーは、柔らかい 
巧でからぶをしてください。巧れびひどいとさは、 
中性洗剤をラすめた液に柔らかい巧を浸し、固く 
絞って巧れをふさ取ったあと、乾いた巧で仕上げを 
してください。固い巧や、シンナー、アルコールな 
どは使用しないでください。傷びついたり、文字び 
消无た〇することびお0ます。 

弓 I 火性または可燃性の洗剤ち使用しないで<ださい。 
また、1」アパネルの入出力端テのお手入れに、接点 
復ま剤は使用しないで<ださい。樹脂び劣化するこ 
とびあ0ます。 

工場出荷時はメーター部に静電処理されています 
び、巧などで強<拭<とメーターびふれる場合びあ 
ります。 


その他 


なのことは絶対にしないでください。 

-放送設備用や楽器用のアンプとしては使用しない 
で < ださい。 

•本機の電源として、発電機、 DC / AC コンバー 
ター、 AC / AC コンバーターやトランスを使わな 
いで < ださい。 

•入力端テまたは入カケーブルの先端を指で曲れて、 
通電を確かめるよラなことは絶対にしないでくだ 
さい。感電の危険性だけでな<、スピーカーの故 
障の原因とな0ます。 

•出力端子どラしや、出力端子と U アパネルを 
ショートさせないで < ださい。 

-カバーを 外さないでください。 

'ルさなテどちの手の届く所に設置しないでください。 


雷び鳴った5 


電源プラグやカバー、また本機に接続している機器 
類に触れないでください。 
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本機を設置する 



頑丈な棚やラックに設置してください。本磯の重量び均等に4つの足に分散でれるように配置してくだごい。強度の足りないぐ5ついた台や振動する場巧に置かないでくださ 
い。パワーアンプは、高い変換効率を持つよラに設計されていますび、その温度は他のオーディオ機器よりち高くなります。適切な換気を確保して、放熱を巧げないよラにして 
<ださい。 



















本機について 


前面パネル 
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詳細については、 （） 内のページをご寛くだごい。 

① パワーメータ ー(■» 20) 

出カレベルを表示します。 

② METER RANGE LED い 20) 

パワーメーターレンジび xl または xlO の場合 
に XI LED または xlO 1_ ED び点打します。両 

ち消巧している場合は、真ん中の METER OFF 
LED び点好します。 

ASb (Auto Standby ) 設定 一 20) を ON 
に設定している場合に、自動的にスタンバイ状 
態になる直前の30砂間 、 METER OFF 1 _ED 
か点滅します。 

③ ON/STANDBY ボタン （-» 19) 

電源のオン/スタンバイを切り換えます。 


④ POWER スイツチ 19) 

本機の主電源を入/切します。 

⑤ STANDBY LED (一 1 9) 

スタンバイ状態のとをに点なします。 

イ呆護回路び動作している場合は点滅します。 

⑥ METER RANGE ボタン 20) 

メーターレンジを切り換えまず： 

XI、 xlO またはオフ。 


12 




























































後面パネル 



の SPEAKERS L/R 端子 

② 12 V TRIGGER IN/OUT 5荒テ 

他機の 12 V 卜1」ガー出力端子と接続し、本機 
をコントロールします。接続した他機の電源才 
ン/スタンバイに連動して本機の電源をオン/ 
スタンノ（イします。 

③ INPUT SELECT スイッチ 

RCA IN と XLR IN の音声入力端子を切り換え 
ます。 

左側に切り換えると、 RCA 入力び選択されま 
す。ち側に切り換えると、バランス入力び選択 
されます。 


④ XLR IN 端子 

ノ（ランス出力端子を持つプ U アンプを接続し 
ます。 


XLR 端テと RCA 端子に同時に接続しないで 
ください。本機が故障する原因になりまず。 


⑤ AUTO STANDBY スイッチ 

本機後面ノ f ネルの AUTO STANDBY スイッ 

チで、機能の ON / OFF を設定することびでを 
ふ 〇 

自動スタンバイ機能び ON のとを、入力信号び 
ない状態で本機を3時間操作しないでいると、 
自動的にスタンバイ状態になります。この場合、 
本機に信号を入力してち、電源は自動的に入り 
ません。再び本体の電源を入れるには、 
ON/STANDBY ボタンを押してください。 


⑥ RCA IN L / R 端子 

RCA 出力端子を持つプ U アンプを接続します。 

⑦ 電源入力 AC 100 V 端テ 

付属の電源コードを接続します。 


接続については「接続をする」をご覧ください 

一14〜18)。 
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接続をずる 


接続に必要なケーブルの名称と接続端子のお状 


バランス型 
XLR ケーブル 



アナログ音声信号を伝送します。バランスタイプの XLR ケースレは長し、ケースレ引き回しでもノイズを最小限に抑 
えるため長距離の伝送に適しています。 


XLR 端子と RCA 端子に同時に接続しないでください。本機が故障ずる原因になりまず。 


オーディオ用 
ピンケーブル 


モノラルケーブル 



L ® 白 
，©ホ 


12V 

TR に白 EF 
© 


アナ□グ音声信号を伝送します。 


付属の3.己 mm モノラルケーブルを使って、他機の 12 V 卜 U ガー出力端子と接続 
します （市販のケーブルちご利巧いただけます)。 

吕.己 mm モノラルケーブルの先端の極性はち記のとおりです 


T 12V 

先端の極性：+ 


□ お知6せ 

-プラグは契までしっか0巧し込んで<ださい（ノイズや誤動作の原因になります)。 

-ケーブル同±の接触を防ぐため、音声ケーブルや電源-スピーカーケーブルび接近しないよラにしてください。 



-NG! 


■ XLR 入力端子について 


高品質なヴウンド出力のため AV コントローラーま 
たはコントロールアンプを XLR 接続します。 



吕 'HOT 
1.GND 

3.C0LD 


XLR ケーブルを接続ずる 

ピンの位置を合わせてカチッと音びするまで端子を 
差し込みます。ケーブルを軽く弓 I っ張 D 、 完全に接 
続されているかどラか確認してください。 

04- 作 互= 


グランド端子コネクター:シャーシ接地 
ピン配列は上記のとおりです。 （ AES 規格準拠）接 
続時は、 AV コントローラーの取扱説明書をご覧に 
なり、出力端子のピン割り当てび本機に対応してい 
ることをご確認ください。オンキヨー製 AV コント 
口ーラー PR - SC 已已08は対応しています。 


XLR ケーブルをはずす 

コネクターのボタンを押しなびら、矢印の方向に 
ケーブルを引っ張ります。 



□ お知6せ 


-バランス接続にするとをは、 INPUT SELECT スイツ 
チをち側（バランス入力端子側）に切り換え、市販の 
XLR タイプのバランスケーブルを使って、 AV コント 
□ーラーと本機を接続します。 

•RCA 入力端モ （RCA タイプ）には、何わ接続しないで 
<ださし、。 
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電源コードを接続する 


本機 



1 本機のま電源げ切れていることをお認しまず。 

2 ずべての接続げ完了していることを確認しまず。 

3 付属の電源コードを、本機の電源入力 
AC 100 V 端テに接続しまず。 

4 電源コードを家庭用壁電源コンセントに接続し 
まず。 


より良い音で聴いていただくために 

本機の電源コンセントは極性の管理びされていま 
す。電源プラグの目印側を、家庭用電源コンセント 
の溝の広い方に合わせて差し込んで<ださい。家庭 
用電源コンセントの溝の長さび同じ場合は、どちら 
を接続してもかまいません。 

Q ヒント 

-ノイズを抑えるため、信号ケーブルと電源ケーブルは一 
緒に束ねず、お互いに離して配線してください。 


己お知 5 せ 

' 家庭 巧 電源 コンセントに 電源 プラグを差し込んだ状態で、 
電源入力 AC 100 V 端子か 5電源〕ー ドを巧くと、 感電 
ずる可能性びありまず。電源コードを接続するときは、 
最後に家庭用電源コンセントに接続し、なくと去は最初 
に家庭用電源コンセントから抜いてください。 

' 本機の電源を入れると、瞬間的に大さな電流び流れて、 
コンピューターなどの機器の動作に霞響することびあり 
ます。コンピューターなど、繊細な機器とは別系統のコ 
ンセントに接続することをおすすめします。 

-付属の本機専用電源コード外は使用しないでください。 

'電源コードをコンセントから抜くとさは、本機の主電源 
をオフにしてか5巧いてください。 
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プリアンプを接続する 


別売りのオンキヨー製プ1」アンプ P -3000 R との接続例です。 
詳しくは、接続した機器の取扱説明書をご覧ください。 

1ステレオ接続ずる 


P- 3000 R 



ちスピーカー 左スピーカー 


□ お知5せ 
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- INPUT SELECT スイッチを RCA 側に切り換えてくださし、。 















































































































































■バイアンプ接続をずる 



□ ぉ知5せ 

- INPUT SELECT スイッチを RCA 側に切り換えてくださし、 


電ち 

•バイアンプ接続を行うときは、スピーカーのツイーター惰音）端子とウーファー(低音）端子をつなぐ、シヨート金具を必ず取りタルてくださし、。 
•バイアンプ接続に巧応ずるスピーカーのみ使用可能でず。詳しくはスピーカーの取扱説明書をご覧ください。 
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ブリッジ接続をずる 


PR-SC 己已〇扫 



別売りのオンキヨー製 AV コント□ーラー PR - SC 5508 との接続例です。 
詳しくは、接続した機器の取扱説明書をご覧ください。 

□ お知 S せ 

-バランス入力端子をご使用になる場合は、 RCA 入力端子には接続しないでください。 
- XLR ケーブルび裂けていないか確認してください。ノイズび入る原因にな0ます。 

- INPUT SELECT スイツチを XLR 側に切り換えてください。 
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基本操作 


本機の電源を入れる 


METER RANGE LED 



OON^STANDBV 

か。 


0 POWER 

0 


ON/STANDBY POWER 

ボタン スイッチ 


1 前面パネルの POWER スイッチを巧して 
(―)、ま電源を入れる 


2 ON / STANDBY ボタンを巧ず 

メーター レンジ 

STANDBY LED が消え 、 METER RANGE 
LED が点なします。 


Q ヒント 

•一定期間ウォ ー S ングアップすると、本機の部品や内部 
温度び安定し、音び柔5かくな0ます。 

己お知5せ 


本機は電源を OFF にした隙の状態を記憶し、電源を日 N 
にすると前回電源 OFF 時の状態に戻0ます。 


本機の電源を切る 


STANDBY LED 



ON/STANDBY POWER 

ボタン スイッチ 


1 ON / STANDBY ボタンを巧ず 

本機びスタンバイ状態になり 、 STANDBY 
LED び点灯します。 

2 ま電源を切るには POWER スイッチを巧し、 
OFF (■) にする 


□ お知 5 せ 

•自動スタンバイ機能につい口ま 、 「ASb (自動スタンバ 
イ）を設定する」をご覧ください吕〇)。 


19 









































METER OFF LED METER RANGE ボタン 
メーターレンジを切り換えます。 


1 METER RANGE ボタンをくり返し巧して、 
切り換える： 

XI 卿期値）、 xlO 、 オフ 

METER RANGE の設定に応じて、 XI 、 xlO 、 

METER OFF LED び点好します。 

□ ぉ知5せ 

• 80のスピーカーを接続している場合のみ、機能します。 


パワーメーターレンジを切り換える 


XI 、 xi 日 



ち 


机/^"\ノ 


一含.. 
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ASb (自動スタンバイ）を設定する 



電巧乂力 AC100V 


オート スタンバイ オン 

ASb (Auto Standby ) を ON に設定したとき、入 
力信号びないが態で本機を 3 時間操作しないでい 
ると、自動的にスタンバイ状態になります。 


1 AUTO STANDBY スイッチを切り換えて 
ON / OFF を設定ずる 

► ON : 

自動スタンバイを有効にします。 

► OFF 烟期値）： 

自動スタンバイを無効にします。 

一度自動スタンバイ機能でスタンバイ状態になる 
と、信号を入力してち電源はオンになりません。 
ON / STANDBY ボタンを押して、電源をオンにし 
て < ださい。 

□ お知5せ 

■ASb (Auto Standby ) 設定を日 N に設定している場合 
に、自動的にスタンバイ状態になる直前の3日秒間、 
METER OFF LED び点滅します。 









































困つたとをは 


まずなのよラなチェックをしてください。接続した 
他機に原因びある場合をあります。他機の取扱説明 
書ち参照しなびらあわせてご確認ください。 

これらの処置をしたり他機の取扱説明書で点検して 
も正常に動作しないとをは、電源コードをコンセン 
卜から抜を、お買い上げ店、またはオンキヨーコー 
ルセンターまでご連絡ください。 


電源 


I 電源び入5ない 


-電源プラグびコンセントから抜けていないか確認 
してください 一 1 已)。 

'一度電源プラグをコンセントから抜さ、已殺しツ上 
待ってから、再度コンセントに差し込んでください。 
-本機の電源び入らない場合は、電源コードを抜い 
て、お買い上げ店またはオンキヨー修理窓□にご 
連絡ください。 

■電源び切れ、再度電源を入れてちまた切れる 


-すべての接続を確認して < ださい。 

-本機の STANDBY に D び点滅して、起動しない 
場合、本機に問題びあります。スピーカーケーブ 
ルびシャーシに当たってショートしている場合び 
あります。 （+) 端テに接続しているスピーカー 
ケーブル端モシャーシ、スピーカーの（一）端テ 
と接触していないか確認してください。 

じ(下のち法を試して < ださい： 

POWER スイッチを OFF に切 D 換えて、すべて 
のスピーカーケーブルを取 D 外します。本機の通 
風礼び塞びれていないことを確認してください。 
本機び;令えたのを確認し、再度すベてのスピー 

力ーケーブルを接続し、 POWER スイッチを ON 

に切り換えて、 ON / STANDBY ボタンを押して 
<ださい。 

再度、本機の電源び切れる場合は、電源コードを 
抜いて、お買い上げ店またはオンキヨー修理窓 □ 
にご連絡ください。 

•ASb (自動スタンバイ）び作動すると、自動的に 
スタンバイ状態になります（^20)。 


音青 


I 音声び出力されない 


-スピーカーび正しく接続されているか確認してく 
ださい 一 14)。 

•すべての接続に間違いびないか確認して<ださい 

い14)。 

- XLR 入力で INPUT SELECT スイッチび XLR 
側に切 D 換えていることを確認してください。 

-入カソースび正しく選択されているか確認してく 
ださい。 

-アナ□グ音声ケーブルび正しく接続されているか 
確認してください。 

-接続コードのプラグは奥まで差し込んでください。 

I 音声の品質び悪い_ 


•スピーカーケーフルび正しい極性で接続されてい 
ることを確認してください1巨)。 

•接続コードのプラグは奥まで差し込んでください 

一14)。 

-テレビなど磁気の強い場所では、音声の品質び影 
響を受けるばあいびあります。本機をそのような 
機器から離してみてください。 

-通話中の携帯電話など、強度の高い電波を発する 
機器び近くにある場合、ノイズを出力する場合び 
あります。 

- RCA 入力で INPUT SELECT スイツチび RCA 
側に切 D 換えていることを確認してください。 
•バイアンプ接続している場合、接続に間違いびな 
いか確認してください（^17)。 


I 音声性能 


• 10〜30分間ウォーミングアップすると、本機 
の部品や内部温度びま定し、音び柔らかくな D ま 
す。 

-コード留めを使ってオーディオ用ピンコード、電 
源コード、スピーカーコードなどを束ねると音質 
び劣化するおそれびあ D ます。コードを束ねない 
よラにしてください。 


接続機器 


12 V トリガー機能び連動しない 

-ケーブルび接続端テにしっかりと接続されている 
ことを確認してください。 


音声信号入力待ちの状態にあるときに本機の上部 
び熱ずざて触れることびでをなければ、換気を改 
善する必要があります。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機宜目 
を実現していまずが、ごくまれにが部か5の雑音 
や巧害ノイズ、また静電気の彰響によって誤動作 
する場合びあります。そのよラなとさは、電源プ 
ラグを抜いて、約已秒後にあ5ためて電源プラグ 
を差し&んでください。 


本機の電源コードをコンセントか5巧くとさは、 
本機のま電源をオフにしてか S 抜いてください。 
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主な仕様 


M-5000R 


アンプ部 


定格出力 
(ステレオ） 


( BTL モノラル） 


f 某最规力 


ダイナミックパワ ー* 

* IEC - 60268 - short-term maximum 
output power . 


総合ひずみ率 

ダンピングファクター 
入力感度/インピーダンスヴンバランス） 
入力感度/インピーダンス（パランス） 
周波数特性 

SN 比 

スピーカー 適応 インピーダンス 


80W (80. 2日 Hz 〜 20kHz、 全高調波を率 
0.日已％ m 下、 2ch 駆動時、 JEITA) 

]50W (40、 20Hz 〜2日 kHz、 全高調波歪率 
0.日已％政下、 2ch 駆動時、 JEITA) 

100W (80、 1kHz、 全高調波歪率1〇/〇政下、 2ch 
駆動時、 JEITA) 

170W (40、 1kHz、 全高調波歪率1〇/〇 (下、 2ch 
駆動時、 J 曰 TA) 

180W (80. 20Hz 〜2日 kHz' 全高調波國 
日.050/〇政下、 Ich 駆動時、 」EITA) 

220 W (60、 20Hz 〜2日 kHz、 全高調波歪率 
日.〇已％政下、 Ich 駆動時、 」EITA) 

200 W (80、 1kHz、 全高調波歪率1〇/〇政下、 Ich 
駆動時、 J 曰 TA) 

2已 0W (60、 1kHz、 全高調波歪率1〇/〇 UTF、Ich 
駆動時、 J 曰 TA) 

120W (80、 1kHz、 全高調波を率100/〇政下、 

2ch 駆動時、 JEITA) 

200 W (40、 1kHz、 全高調波歪率1日％し U 下、 

2ch 駆動時、 J 曰 TA) 

460W (10) 

320 W (20) 

24已 W (30) 

196W (4Q) 

142W (60) 

1 10W (80) 

0.02 % (20Hz ~ 20kHz ノ、ーフノ（ワ ー) 


0.日〇已％ (IkHz 八ーフパワ ー) 

130 (IkHz、80) 

RCA : 700 mV/lOkn 

XLR : 1 . 4 V / 10 kn (BTIJ 

]OHz 〜 100 kHz/+Od 巨、一 Id 己 1 W/80 

]Hz 〜 2 已〇 kHz/+Od 己、一 3d 巳 1W/8Q 

1 lOd 巨 （ RCA 、 IHF - A ) 

RCA (ステレオ）： 4 C 1 〜]巨 n 
XLR (モノラル ）： BTL 60-160 
] 50 A 
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電源*電圧 
消費電力 
待機時消費電力 
最大がお寸法 

K 里 

ま 


AC100V、 已 0/60HZ 
2已 0W 


0.1已 W 

43已（幅） X ] 87.日（高さ） X 432.已（奥行） mm 
23.5kg 


■音声入力 

RCA IN-L RCA IN-R 
XLR IN 


アナ n グ 
バランス 


■音声出力 

スピーカー し R 


■その他 

1吕 V トリガー Inl/Outl 


仕様および外観は予告な<変更することがあります。 




■ 補修用性能部品の巧有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造巧ち切り後8年間イ呆 
有しています。性能部品とは、その製品の機能を維 
持するために必要な部品です。な有期間経過後で 
ち、故障箇所によっては修理可能の場合びあ D ます 
のでお買い上げ店、またはお近くのオンキヨー修理 
窓□へご相談ください。 


修巧について 

■な証書 

この製品にはな証書を別途添付していますので、お 
買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただを、 
大切にイ呆管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

■調テび悪いとさは 

意外な操作5スび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よくお読みいただを、お 
調べください。本機しツ外の原因ち考えられます。ご 
使用の他のオーディオ製品ちあわせてお調べ<ださ 
い。それでをなお異常のあるとをは、電源プラグを 
抜いて修理を依頼してください。 


修理を依頼されるとをは、下の事項をお買い上げの 
販売店、または付属の r オンキヨーご相談窓□-修 
理窓□のご案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓 
□までお知らせ < ださい。 

►お名前 
► お電話番号 
► ご住所 

► 製品名 I M - 已〇〇 OR I 

► でさるだけ詳しい故障状況 


の をお細 □る 

□ 書は詳 窓を C 
窓 証た。 理です 
理 なまい 修持ま 
修 と店さ I 維し 

. 品売だ m び致 

□ 商販< キ能理 
窓 'の談 ン機修 
談 はげ相 才て料 

て 巧 キ J 上ご のっ有 
いご といへ くよ D 
つ- 0 た買□。は近によ 
に m い じお窓い理お理に 
□キさは生'理さ修は修望 
窓ンだ理びえ修だのた。要 
理才く惨常う-くをまいご 
修 r 覧の異の m 覧過 'さの 
-のご中や示キご経店だ様 
m 属を間障提ンを間げく客 
キ付 J 期故ご才書期上談お 
ンは内証'参の証証い巧は 
才細案な-持 < なな買ご合 
■詳ご■万ご近は■おへ場 
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ご購入されたとさにご記入ください。 

修理を依頼されると走などに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月 曰 

ご購入店名：_ 

Tel . ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

-姑巧ち打 

本社大阪府寝屋 J 11 市日新お 2- 1 〒己 7 吕 -8 已 40 

製品のご使用ちまについてのお問い合わせ先：コールセンター 
Q 〇已己-3161-吕巳巳已（受付時間1己：己白〜18 :曰 0) 

(±•曰•祝日•弊社の定める休業日を除きます） 

ヴービスとヴポートのご案内： http :// www . jp . onkyo . com / support / 


Y1011-1 


SN 29400549 

に ） Copyright 2010 0NKY0 CORPORATION Japan. All rights reserved 
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